
令和9年（2027年）1月実施 第39回介護福祉士国家試験の情報が先日発表されました。
今回は、この約3年で介護福祉士国家試験の受験者数が約4倍に増加している外国籍受験者に注目し、
最新の試験結果と課題をまとめました。

今号のテーマ 外国籍受験者が約4.3倍～3年で急増、合格率30%台の壁～

介護現場を支えてくださっている皆様のお力になれるよう、三幸福祉カレッジより情報をお届けします。

＜外国籍受験者の合格率が低い理由＞

・合格には全科目で得点が必要！

（0点の科目があると不合格）

・その中で、全体と比較して、外国籍受験者は０点になる科目

が多い。

・全科目で得点率が全体を下回る

特に「医療的ケア」「人間の尊厳と自立」が０点になりやすい。

三幸福祉カレッジ

ホームページはこちら

引用：厚生労働省「第38回介護福祉士国家試験の受験者・合格者の推移」

＜科目別 0点者の割合＞

科目 全体 外国籍

人間の尊厳と自立 2.44% 9.77%

社会の理解 0.08% 0.86%

人間関係と
コミュニケーション

0.14% 1.72%

コミュニケーション技術 0.29% 1.72%

こころとからだのしくみ 0.06% 0.57%

発達と老化の理解 0.13% 0.86%

医療的ケア 2.67% 9.77%

介護過程 0.08% 0.57%

総合問題 0.05% 0.29%

※外国籍受験者が全体を上回る9科目

外国籍の受験者数に連動して、合格者数も1,031→3,662

人と増加しているものの、合格率では全体を大きく下回る

水準が続いています。

＜外国籍受験者の受験結果＞

引用：三幸福祉カレッジ自己採点サービス
（第38回試験／全体回答 0点割合の上位9科目を抜粋）

外国籍の受験者急増、合格率は低迷

試験結果から見える外国籍受験者の課題
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・直近の3年間で、 外国籍の受験者数 約4.3倍
（第36回→第38回 ： 2,546人→10,923人）

・合格率 受験者全体：70～82%

外国籍：３３～４０%
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